
令和元年（２０１９年）８月１日発行

☆　第２回　８月９日（金）　13：30から15：30
　 講師　西川　千代美さん

電話による相談も受け付けています。
大和人権文化センター（0847-33-1308）

　
　　

　
　

※　裏面にも記事があります。

令和元年度 　第５号

発行／三原市人権推進課発行／三原市人権推進課発行／三原市人権推進課発行／三原市人権推進課

編集／三原市大和人権文化センター編集／三原市大和人権文化センター編集／三原市大和人権文化センター編集／三原市大和人権文化センター

住所／三原市大和町下徳良107番地１住所／三原市大和町下徳良107番地１住所／三原市大和町下徳良107番地１住所／三原市大和町下徳良107番地１

電話／0847-33-1308電話／0847-33-1308電話／0847-33-1308電話／0847-33-1308

生生生生 花花花花 教教教教 室室室室

日 時 １日(木)・８日(木)・２２日(木)・２９日(木)

13:30～14:30

持参物 バスタオルなど床に敷くもの

大和地域センター心配ごと相談大和地域センター心配ごと相談大和地域センター心配ごと相談大和地域センター心配ごと相談のお知らせのお知らせのお知らせのお知らせ

日 時 ８月１６日(金) 9:00～12:00

場 所 大和人権文化センター 会議室

相談内容 くらしの相談

次回は，９月２０日(金)の予定です。

（くらしの相談・人権相談）

さわやか健康体操さわやか健康体操さわやか健康体操さわやか健康体操のお知らせのお知らせのお知らせのお知らせ

問い合わせ先 高齢者福祉課(0848-67-6055)

今年で被爆７４年を迎えます。被爆体験を正しく継承し，平和意識を高めるために平和ポスター展

を開催します。本年度は，広島市立基町高校美術部生徒が被爆体験者に聞き取りをして描いた作品

（複製）を展示します。皆さんのご来場をお待ちしています。

日程と場所

８月 ８日（木）～８月１５日（木）

大和支所ロビー ８時30分から１７時１５分（土日祝は除く）

大和人大和人大和人大和人権文化センターにおいて，権文化センターにおいて，権文化センターにおいて，権文化センターにおいて，今年度第１回目の今年度第１回目の今年度第１回目の今年度第１回目の人権人権人権人権学習学習学習学習会を会を会を会を開催し開催し開催し開催しました。ました。ました。ました。

今回の学習会は，三原市教育委員会・学校教育課・教育相談指導員今回の学習会は，三原市教育委員会・学校教育課・教育相談指導員今回の学習会は，三原市教育委員会・学校教育課・教育相談指導員今回の学習会は，三原市教育委員会・学校教育課・教育相談指導員のののの髙山哲俊髙山哲俊髙山哲俊髙山哲俊さんさんさんさんを講師におを講師におを講師におを講師にお

迎えし，迎えし，迎えし，迎えし， 『『『『子どもの進路の保障のために子どもの進路の保障のために子どもの進路の保障のために子どもの進路の保障のために』』』』～児童虐待・不登校から考える～～児童虐待・不登校から考える～～児童虐待・不登校から考える～～児童虐待・不登校から考える～と題してと題してと題してと題して学習会を行いま学習会を行いま学習会を行いま学習会を行いま

した。した。した。した。

改正児童虐待防止法と改正児童福祉法のポイントや，しつけと体罰の違いなど悲惨な児童虐待改正児童虐待防止法と改正児童福祉法のポイントや，しつけと体罰の違いなど悲惨な児童虐待改正児童虐待防止法と改正児童福祉法のポイントや，しつけと体罰の違いなど悲惨な児童虐待改正児童虐待防止法と改正児童福祉法のポイントや，しつけと体罰の違いなど悲惨な児童虐待

の事例と学校教諭時代の体験を交えて講演されました。の事例と学校教諭時代の体験を交えて講演されました。の事例と学校教諭時代の体験を交えて講演されました。の事例と学校教諭時代の体験を交えて講演されました。

また，驚くことに三原市内の不登校数の状況が年々増加し，全国平均水準を上回っていました。また，驚くことに三原市内の不登校数の状況が年々増加し，全国平均水準を上回っていました。また，驚くことに三原市内の不登校数の状況が年々増加し，全国平均水準を上回っていました。また，驚くことに三原市内の不登校数の状況が年々増加し，全国平均水準を上回っていました。

このようなことを防ぐためには，人権学習会のテーマ「気づきからきずなへ」このようなことを防ぐためには，人権学習会のテーマ「気づきからきずなへ」このようなことを防ぐためには，人権学習会のテーマ「気づきからきずなへ」このようなことを防ぐためには，人権学習会のテーマ「気づきからきずなへ」 でありますように，おでありますように，おでありますように，おでありますように，お

互いを認め合い，支えあう人間関係のつながりが大切だと思います。互いを認め合い，支えあう人間関係のつながりが大切だと思います。互いを認め合い，支えあう人間関係のつながりが大切だと思います。互いを認め合い，支えあう人間関係のつながりが大切だと思います。



    

    

    
    キクヨさんが30歳の頃，知人の紹介でインド人のコサワランさんと結婚することになりました。

コサワランさんには，3歳になる子どもが一人いて世話をするなど，はっきりした結婚ではなく家政婦でした。

キクヨさんは，自分の手で服やズボンを縫って着せるなど苦しい生活ながら，かわいがって子どもを育てました。

子どもが医者になりたいと言い，やがてインドの医科大学に入学するとその苦労は大変なものでした。

子どもが在学中に夫（コサワラン）は亡くなり，自分の着る物どころでない生活の中でやっとの思いで大学を

卒業させ医者にさせることができました。

　 子ども（ｼﾞｬﾗﾓﾙﾃｨ）も結婚しキクヨさんは，住込みの女中のような感じで

ｼﾞｬﾗﾓﾙﾃｨの６人の子ども達の世話をしていた。

　　　　　　写真：中央2人（ｼﾞｬﾗﾓﾙﾃｨ夫妻）　右側手前（キクヨさん）→写真：中央2人（ｼﾞｬﾗﾓﾙﾃｨ夫妻）　右側手前（キクヨさん）→写真：中央2人（ｼﾞｬﾗﾓﾙﾃｨ夫妻）　右側手前（キクヨさん）→写真：中央2人（ｼﾞｬﾗﾓﾙﾃｨ夫妻）　右側手前（キクヨさん）→

子ども達が手の離れるぐらいの歳になった頃，日本から来た西村さんという

方の家で働くことになった。

キクヨさんは，ベットで休むことや月給をもらうことなど今までにない幸せで

安定した生活を送ることができました。

　  　西村さんから「身内の人を探してあげる」と

言われ親切にしてもらっていたが，そんな

西村さんにさえ「身内は原爆で死んだ」と自分の出身地を明かすことは

ありませんでした。

「一文無しの新平民の私が・・・」遠く異国にあって７０歳を過ぎて，なお怯えて暮らさ

なくてはいけないとは，キクヨさんの体の奥深くに刻みつけられていた縛りがいかに

きついものであったか窺いしれようと思われます。

　←写真：クアラルンプールの西村宅　廣子夫人（右）とキクヨさん71歳（左）←写真：クアラルンプールの西村宅　廣子夫人（右）とキクヨさん71歳（左）←写真：クアラルンプールの西村宅　廣子夫人（右）とキクヨさん71歳（左）←写真：クアラルンプールの西村宅　廣子夫人（右）とキクヨさん71歳（左）

それから3年が経ち昭和48年になって第2の出会いが訪れた。

映画監督の今村昌平さんが映画「からゆきさん」製作のためｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ現地取材で

キクヨさんに出会いました。

南方に来てからの古いことでも，中々記憶の確かなところをみせていたキクヨさんが自分の生家や親兄弟 に話が

およぶと急に不確かになった。

しかし，何かの拍子に広島県豊田郡椋梨という地名をもれ聞き大和町役場へ照会の手紙を出しました。

キクヨさんの取材を終えた今村監督は，大和町に行きかつてキクヨさんを知る人達に取材を行った。

こうしてドキュメント映画「からゆきさん」が完成した。

手紙を受理した大和町役場では，部落開放同盟広島県連や他の関係機関と連絡を取り合いまず本人の現状把握

を行うことから取り組みを始めました。

さらに西村廣子さんからの詳細な情報や広島県並びにマレーシア現地日本大使館など各方面からの情報，更には

本人との手紙のやり取りにより，キクヨさんがクアラルンプールの地で望郷の思いの中，働き続けていることを知り

ました。

参考資料（抜粋）

大和町「人権の碑」記録集　キクヨさんはみつめる　平成１７年（2005年）大和町

「からゆきさんおキクの生涯」　大場　昇　　平成１３年　　明石書店 ※　次回につづく※　次回につづく※　次回につづく※　次回につづく

「人 権 の 碑」　* キクヨさんはみつめる *　　　　　NO ３

 ３　出会い ３　出会い ３　出会い ３　出会い


